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学
生
や
単
身
赴
任
し
て
い
る
人
で

も
、
１
年
以
上
家
族
と
違
う
場
所
で

暮
ら
す
場
合
は
、
実
際
に
居
住
す
る

住
所
地
に
住
民
登
録
を
す
る
必
要
が

住
所
異
動
の
手
続
き

住
所
異
動
の
手
続
き

あ
り
ま
す
。
住
所
を
異
動
し
て
も
成

人
式
な
ど
は
地
元
で
参
加
で
き
ま
す

が
、
異
動
手
続
き
を
怠
る
と
適
切
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
や
、
異
動
手
続
き
の
指
導
を

受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
市
民

課
、ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
、各

連
絡
所
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
左
表
参
照
）

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
・
年
金
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
８
２
）

　

�

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
市

民
・
年
金
係

　

水
道
・
下
水
道
は
、
使
用
を
始
め

た
い
日
、
使
用
を
中
止
し
た
い
日
の

そ
れ
ぞ
れ
５
日
前
ま
で
に
、
次
の
こ

と
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

閉
開
栓
時
の
立
ち
会
い
は
不
要
で

す
。た
だ
し
、メ
ー
タ
ー
が
宅
内
に

あ
る
場
合
は
、必
要
と
な
り
ま
す

●
転
入
の
と
き

　

①
住
所　

②
氏
名　

③
使
用
を
始

め
る
日　

④
日
中
連
絡
が
と
れ
る
電

話
番
号　

⑤
料
金
の
支
払
い
方
法

（
な
る
べ
く
口
座
振
替
で
お
願
い
し

ま
す
）

●
転
居
・
転
出
の
と
き

　

①
お
客
さ
ま
番
号　

②
住
所

　

③
氏
名　

④
使
用
を
中
止
す
る
日

　

⑤
連
絡
先（
引
っ
越
し
先
の
住
所
）

　

⑥
日
中
連
絡
が
と
れ
る
電
話
番
号

　

水
道
・
下
水
道
の
閉
栓
時
に
は
、

料
金
の
精
算
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

精
算
方
法
は
、
閉
栓
の
連
絡
を
い
た

だ
い
た
際
に
お
聞
き
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
道
局
業
務
係

　

�

☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
２
３
４
）

ま
た
は
各
支
所
上
下
水
道
係

水
道
・
下
水
道
の
手
続
き

水
道
・
下
水
道
の
手
続
き

　春は進学、就職、転勤などによる引っ越しが多くなる季節です。住所が

１年以上変わるときは、さまざまな手続きが必要になりますので、忘れず

に行ってください。また、市では、窓口が混雑する３月30日㈫、３月31日
㈬、４月１日㈭の３日間、市役所本庁・支所の窓口業務を午後７時まで延

長します。（３ページ下段囲み参照）どうぞご利用ください。

こんなときに届け出
が必要です

届け出期間
届け出に必要なも
のなど

市外から
引っ越して
きたとき

転入届 住み始めて
か ら14日 以
内（引っ越し
後）

①届出人の印鑑
②�国民健康保険や
後期高齢者医療
保険、介護保険な
どの保険証や医
療費助成受給者
証など
③年金手帳
④�転出証明書（転入
時）
⑤�届出人の免許証
など、本人の身分
証明書

市内で引っ
越したとき

転居届

市外へ引っ
越すとき

転出届 転出前

※�住所の異動届や証明書の交付は、土・日曜日、祝日や市役
所開庁時間外に対応することはできません

進
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
の
季
節
で
す

引
っ
越
し
の
と
き
は
手
続
き
を
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自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

他
人
に
譲
渡
や
廃
棄
し
た
場
合
、

引
っ
越
し
て
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

な
ど
は
、
３
月
中
に
変
更
の
手
続
き

を
行
わ
な
い
と
以
前
の
登
録
の
ま
ま

課
税
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
は
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

■
手
続
き
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

●
市
役
所
で
手
続
き
が
で
き
る
も
の

・�

原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自

動
車
・
ミ
ニ
カ
ー

　

税
務
課
管
理
係

　

�

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
１
１
、

２
１
２
）
ま
た
は
各
支
所
市
民
生

活
課
税
務
係

●
市
役
所
で
手
続
き
が
で
き
な
い
も
の

・
自
動
車

　

北
陸
信
越
運
輸
局
新
潟
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
４
０

・
軽
自
動
車

　

�

全
国
軽
自
動
車
協
会
新
潟
県
事
務

取
扱
所

　

☎
０
２
５
‐
２
７
５
‐
５
７
０
４

・
二
輪
の
小
型
自
動
車

　

北
陸
信
越
運
輸
局
新
潟
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
４
０

自
動
車
・
バ
イ
ク
の
手
続
き

自
動
車
・
バ
イ
ク
の
手
続
き

　

保
険
証
の
切
り
替
え
が
必
要
な
人

は
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
国
保
を
や
め
る
と
き

こ
ん
な
と
き

手
続
き
に
必
要
な

も
の

職
場
の
健

康
保
険
に

入
っ
た
と

き

印
鑑
、
国
保
と
職

場
の
健
康
保
険

の
両
方
の
保
険

証
（
職
場
の
健
康

保
険
証
が
未
交

付
の
と
き
は
、
加

入
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
）

職
場
の
健

康
保
険
の

被
扶
養
者

に
な
っ
た

と
き

●
国
保
に
入
る
と
き

こ
ん
な
と
き

手
続
き
に
必
要
な

も
の

職
場
の
健

康
保
険
を

や
め
た
と

き

印
鑑
、
職
場
の
健

康
保
険
を
や
め

た
証
明
書
、
厚
生

年
金
な
ど
の
受

給
者
は
厚
生
年

金
証
書
な
ど

職
場
の
健

康
保
険
の

被
扶
養
者

か
ら
外
れ

た
と
き

印
鑑
、
被
扶
養
者

を
抹
消
さ
れ
た

証
明
書
ま
た
は
、

抹
消
さ
れ
た
保

険
証

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
国
保
係

　

�

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
５
２
、

２
５
３
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
福

祉
課
国
保
医
療
係

　

国
民
年
金
は
、次
の
よ
う
な
と
き
、

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・�

20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
す
で
に
会

社
員
で
あ
る
場
合
は
不
要
）

・�

60
歳
に
な
る
前
に
会
社
を
退
職
し

た
と
き

・�

収
入
が
増
え
て
配
偶
者
の
扶
養
か

ら
外
れ
た
と
き
、
ま
た
は
離
婚
し

た
と
き

・
配
偶
者
が
会
社
を
退
職
し
た
と
き

・�

氏
名
や
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

（
年
金
受
給
中
の
人
も
必
要
で
す
）

・�
海
外
に
転
出
す
る
人
が
、
引
き
続

き
国
民
年
金
に
加
入
を
希
望
す
る

と
き

・�

60
歳
以
上
の
人
で
引
き
続
き
国
民

年
金
に
加
入
を
希
望
す
る
と
き

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
・
年
金
係

　

�

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
８
５
）

　

�

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
市

民
・
年
金
係

国
民
年
金
の
手
続
き

国
民
年
金
の
手
続
き

３月�0日㈫・�1日㈬・４月１日㈭
市役所の窓口を延長します

　市では３月30日㈫・31日㈬・４月１日㈭に下表のとおり市役所の窓口業務を延長しますので、ご利用
ください。時間はいずれも午後７時までです。

主な手続き 担当課

戸籍・住民票などの証明書の発行、印鑑登録、住所の異動届、国民年金の加入・喪失の届

け出、パスポート申請など　（ただし住民基本台帳ネットワーク関連、公的個人認証サー

ビスの業務は行いません）

市民課

国民健康保険・後期高齢者医療保険の各種申請、母子健康手帳の交付など 保健医療課

介護保険の異動関係届など 介護高齢課

乳児・子ども・ひとり親家庭等・重度心身障害者の医療費助成受け付け、受給者証の発行、

そのほかの申請受け付け業務など（生活保護および相談業務を除きます）
社会福祉課

所得・課税証明（申告していない人は発行できない場合があります）、扶養証明書、営業

証明書、評価額証明書、納税証明書、資産証明書、軽自動車税納税証明書（車検用）、名

寄帳の写しの発行など

税務課

・各支所でも上記と同じ業務を行います。ただし、岩船連絡所、上海府連絡所では行いません。
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荒川・神林・朝日地区も

プラスチック製容器包装の分別収集を始めます
　市では、平成22年７月から家庭から出されるごみの分別方法
の一部を荒川・神林・朝日地区で変更します。これは、焼却処

分されているごみの減量化と再生利用をさらに進めることで、

CO2（二酸化炭素）の排出量を抑制するなど、地球環境への負
荷を軽減させるためにとても重要なことです。

　皆さんのご協力をお願いします。

プラスチック製容器包装

　荒川・神林・朝日地区で７月からプラスチッ

ク製容器包装（プラ）の収集を開始します。食

品トレーやカップ麺の容器などは、６月までは

「発泡」として区分、収集しますが、７月からは

プラとして一緒に収集します。

※�村上・山北地区では、食品トレーやカップ麺
の容器などは、平成22年度は「発泡」として
収集します

家庭から出るごみの割合

容積比（平成17年度）

◆�詳しい収集日程は、「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。（３月中旬ころ、市内の全世帯へ配布します）
◆�荒川、神林、朝日地区ではプラスチック製容器包装の分別方法について説明会を予定しています。詳細は
決定次第お知らせします。

＝＝＝プラスチック製容器包装とは＝＝＝
主な収集品目

ケース類
ボトル（PET製は除く）
カップ類
トレイ
袋、包装用フィルム
その他（PETボトルのふ
たなど）

おもちゃ・歯ブラシ
ハンガー・弁当のスプーン・バケ
ツ・洗面器　など

収集しないもの

このマークが

目印です

商品の容器や包装に使用されていたもので、商品（中身）が消費、または分離

された際に不要になるプラスチックのことです。商品そのものは対象外です。

なお、汚れがひどくリサイクルできない物は、可燃ごみとして収集します。

材質はプラスチックでも商品の
容器包装でないものは対象外

プラスチック
38.10%
紙
20.22%
金属
1.91%
ガラス
0.03%
その他
0.53%

出典：平成 17年度環境白書

容器・包装
60.79%

容器・包装以外
39.21%平成22年　７月〜　　試行収集

　　　　　10月〜　　本格収集

●問い合わせ　環境衛生課生活環境室　☎53－2111（内線272、273）
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3月28日㈰
日
本
海
東
北
道

荒
川
胎
内
ｉＣ
〜

　
神
林
岩
船
港
ｉＣ
間
が

　
　
　
　
　
開
通
し
ま
す

　北陸地方整備局新潟国道事務所が整備を進めてきた日本海東

北道の荒川胎内ICから神林岩船港IC間（延長7.1キロメートル）が、
３月28日㈰に開通します。
　なお、大型車両は神林岩船港インターチェンジ（IC）と国道７
号の間は、国道345号経由でのアクセスとなりますので、神林岩
船港ICをご利用の際はご注意ください。

瀬波温泉や岩船港（粟島フェリー乗り場）へ

のアクセスがスムーズになります。

厚生連村上総合病院や県北地方で唯一救命

センターを併設している県立新発田病院へ

の搬送時間が短縮します。

その１

その2

荒   川
荒   川

村上市

関川村胎内市

345

290

113日
本
海
東
北
道

中条IC

荒川胎内IC

開 通 区 間 （ 無 料 区 間 ）
荒川胎内IC～神林岩船港IC

【延長：7.1km】

 有 料 区 間 

岩船港岩船港

神林岩船港IC

NN

(一) 岩船町停車場・有明線

(一) 岩船町停車場・有明線

臨
港
道
路

臨
港
道
路

岩
船
港
線

岩
船
港
線

345

大型車両通行禁止

大型車両通行禁止××
神林岩船港IC神林岩船港IC

神林支所神林支所
村上市村上市

道の駅 神林道の駅 神林

今宿今宿

八日市12八日市12

松喜和松喜和

牧目牧目
至 新潟市至 新潟市

至 村上IC (仮称)至 村上IC (仮称)

至 

関
川
村

至 

関
川
村

至 

岩
船
・
瀬
波

至 

岩
船
・
瀬
波

至 荒川胎内IC至 荒川胎内IC

至 鶴岡市至 鶴岡市 NN

日
本
海
東
北
道

■ 神林岩船港 IC周辺図

大型車両通行禁止のため神林
岩船港 IC～国道7号間は
矢印のように国道345号経由
でのアクセスになります

●位置図

●整備効果 ●神林岩船港IC周辺図

神林岩船港IC周辺から県立新発田病院へ
の搬送時間

43分�→�36分　【約７分短縮】

新潟市方面（荒川胎内IC）から岩船港への
所要時間19分�→�11分【約８分短縮】

インターチェンジ名称が決まりました
　これまで仮称であった、荒川胎内IC以北の５カ所のIC名称も下表の
通りに決定しました。

　IC名称に「温泉」の名前が付くのは全国初です。

IC名称
所在地

仮称名 正式IC名
神林IC 神林岩船港IC かみはやしいわふねこう 村上市牧目

村上IC 村上瀬波温泉IC むらかみせなみおんせん 村上市上助渕

村上第二IC 村上山辺里IC むらかみさべり 村上市下相川

朝日第二IC 朝日三面IC あさひみおもて 村上市大場沢

朝日IC 朝日まほろばIC あさひまほろば 村上市猿沢

三 面 川

荒 川

290

113

345

村上市

関川村

胎内市
中条IC

村上瀬波温泉IC

日 

本 

海 

沿 

東 

北
道

朝日まほろばIC

村上山辺里IC

朝日三面IC

岩船港

神林岩船港IC

荒川胎内IC

瀬波温泉

開通区間
L=7.1km
開通区間
L=7.1km

（地域活性化IC）

（地域活性化IC）

（地域活性化IC）

●問い合わせ　北陸地方整備局　新潟国道事務所　計画課　☎025－244－2159
　　　　　　　北陸地方整備局　羽越河川国道事務所　工務第二課　☎0254－62－3211
　　　　　　　村上市建設課維持管理係　☎53－2111（内線516～518）
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平成21年度

地域審議会だより№2
　市の均衡ある発展と公平な行政サービスを担保するため、「地域審議会」が設置されています。

　地域審議会とは、①合併市町村基本計画の変更や執行状況、②地域振興のための基金の活用、③予算編成

の事業などの要望に関する事項、④基本構想、各種計画の策定および変更、⑤その他市長が必要と認める事

項のうち、市長の諮問に対して答申を行います。また、地域の施策などについて、市長に対し意見を述べる

ことができます。

　今年度の地域審議会は、各地域審議会で出された意見を踏まえ、「村上市における地域活性化の方向性」を

まとめて、市長に意見書にして提出しました。

　市ではこの意見書を受けて、市のまちづくりに反映させていきます。

◇荒川地区の提案（要約）◇
・�高速交通網の整備に伴う空洞化への対策とし
て、商業拠点の形成など、地区の魅力を向上さ

せることが必要。

・�県立坂町病院の活性化のために、病院を利用し
やすい環境に整えることも大切。交通弱者が利

用しやすい新たな公共交通の形を検討し、利用

面からも地域医療の充実に取り組んでほしい。

・�若い世代の人たちが「ここで生きる」ための、
魅力的なベッドタウンとしての条件整備を進め

ていくべきである。

・�「日本一の清流　あらかわ」をもっとＰＲし、さ
まざまな産物の付加価値を高め、活性化につな

げていくべきである。

・�清流を守っていくための活動に対して支援を
し、地域が一体となった環境保全活動に拡げて

いくべきである。

・�市の「南の玄関口」として景観面からも地域の
イメージを高めて、荒川地域および村上市の良

さをPRしていくことが望まれる。

◇村上地区の提案（要約）◇
・�交流人口増加による経済効果の拡充および「村
上の良さ」をアピールしていただきたい。

・�第１次産業の振興、地元企業への支援、企業誘
致と、瀬波温泉を中心とした観光産業の活性化

を推進していただきたい。

・�町内や集落公民館の充実、市民団体などの活動
拠点を整備していただきたい。

・�保護者の就労環境を踏まえた保育環境の充実、
高齢者などが生きがいをもって暮らせる施策を

充実してほしい。

・�村上駅を中心としたその周辺の利用計画を早期
に策定していただきたい。

・�各支所の権限を見直し、地域完結型への転換と、
要望や相談に対応できる行政体制整備に努めて

いただきたい。
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次
年
度
の
予
定

◇神林地区の提案（要約）◇
・�市全体の施策展開として、河川防災、結婚支援
および企業誘致などによる定住の施策を図って

いただきたい。

・�地域活動への住民参加の現状および自治会など
の現在の活動運営状況を踏まえ、協働のまちづ

くりでは次の点に留意していただきたい。

　①�今活動している自治組織、住民団体およびコ
ミュニティ組織などの活動を尊重すること。

　②�協働のまちづくりの実施にあたっては、既存
の組織と連携して推進すること。

　③�協働のまちづくりの推進にあたっては、組織
の活動に対して必要な支援をすることができ

ること。

◇山北地区の提案（要約）◇
・�支所に一定の権限を付与し、支所完結型の業務
体系の確立を図ること。

・�職員と組織機構の見直しおよび支所機能充実に
伴う予算配分などは、画一的ではなく地域性を

十分考慮して行うこと。

・�職員の資質向上と地域に愛着を持った職員の育
成を図ること。

・�「協働のまちづくり」推進のため、行政と住民の
役割を周知するとともに、行政としての具体的

な支援策を示すこと。

・�公共交通機関および民間事業者と連携し、地域
に密着した新たな交通手段の早期導入を図るこ

と。

・�消防団員確保と自主防災組織の設立と充実への
積極的支援、有事の際の事業所などとの相互協

力体制づくりを進めること。

・�第一次産業の活性化のため「地産地消」への積
極的な取り組みと「特産品」開発などへの行政

の積極的な取り組み、民間による『コミュニティ

ビジネス』創設への支援を積極的に行うこと。

・�次代を担う子どもや若者が地域行事やまちづく
りへ参画できる場の提供や支援を積極的に行う

こと。 ◇朝日地区の提案（要約）◇
・�高速道路を最大限に利用したみどりの里の観光
活性化策を展開し、交流人口の拡大を図る。

・�二子島森林公園、朝日スーパーラインなどを有
する広大な地域についても大自然を生かした観

光を推進し、施設の整備を充実させること。

・�若者の就労場所の確保を村上市全体の長期的な
活性化策として位置づけることを要望する。

・�協働のまちづくりの推進には人材の育成が大切
であり、市は十分な支援と持続性を持って取り

組んでいただきたい。

　

平
成
22
年
度
の
地
域
審
議
会
は
、審
議
会
委

員
の
改
選
の
後
、新
た
な
テ
ー
マ
を
設
け
て
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

※�

提
案
書
全
文
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→「
目
的
別
メ

ニ
ュ
ー
」
の
「
地
域
審
議
会
」
→
「
平
成
21
年

度
地
域
審
議
会
」）

●
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わ
せ
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り
推
進
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
３
２
）
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医療費の節減にご協力ください
　国民健康保険や長寿医療制度は、病気やけがをしたときに、安心して医療機関にかかることができる大

切な医療保障制度です。

　保険から支払われる医療費は、制度加入者の皆さんの保険税と、国や県の補助金と市の負担金などで賄

われています。

　しかし、医療費は増加傾向にあり、支払いに充てるお金が足りなくなってきています。すでに増加する

医療費を賄いきれなくなっていることから、次のことにご協力をお願いします。

かかりつけ医を持ちましょう
　複数の医療機関をかけもちして受診すると、医療費が増加する

原因になります。

　かかりつけ医を決めておくと、病歴や個人の体質などを把握し

ているため、薬の飲み合わせや重複処方を防ぐことができます。

　また、家の近くにかかりつけ医を持てば、気軽に相談できる関

係を築きやすいので安心できます。

正しい食生活を送りましょう
　生活習慣病をはじめ、治療に長い期間を必要とする慢性疾患

の患者が増えています。生活習慣病を防ぐには、正しい食生活

が必要です。

　健康には腹八分目といわれるように、食事の量を「次の食事

の前に空腹感を感じる程度」に抑えるような生活リズムを身に

つけることが、正しい食生活につながり健康維持や老化防止に

効果的だといわれています。

定期的に健康診断を受けましょう
　年に１度の健康診断は、自分の健康状態を知る大きな手がかりに

なります。

　病気の早期発見・早期治療は、生活習慣病などの予防や改善には

欠かせません。市では、集団健診や個別健診などを行っていますの

で、積極的に利用してください。
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ジェネリック医薬品を使いましょう
　ジェネリック医薬品とは、製薬会社が開発した新しい医薬品（先発医

薬品）の特許が切れた後に、別のメーカーが同じ成分でつくった薬のこ

とで、後発医薬品とも呼ばれています。

　薬を新たに開発して販売するためにかかる費用は、数百億円ともいわ

れています。しかし、ジェネリック医薬品は、すでに使われていて有効

性も安全性も確かめられた成分ですから、開発にかかる費用が少ないた

め、先発医薬品より約３割から７割ほど価格が安くなっています。

　ジェネリック医薬品を使うには、医師が特に先発医薬品を指定しない限り、薬局に申し出る

だけでジェネリック医薬品を選択できます。

　また、ジェネリック医薬品を使えば医療制度の医療費だけでなく、皆さんが薬局で支払う薬

代も節約することができます。

診察時間内の受診を心がけましょう
　急病や大きなケガをした場合、夜間や休日に医療機関で受診するこ

とは当然です。しかし、急病でもないのに時間外や休日に受診すると

別料金が加算され、医療保険が支払う医療費も皆さんが支払う医療費

も増加します。

　また、お金の問題だけではありません。この地域の救急医療は村上

総合病院と県立坂町病院で対応していますが、この２病院に時間外診

療の患者が集中すると、救急医療を担う病院勤務医の負担が増加して

日常の医療活動の妨げとなり、結果的に医師が不足する地域となる恐

れがあります。

「予防」をしましょう
　「健康は最大の節約」といいます。病気やケガをしなければ医療費は

かかりませんし、治療のための時間も必要なく、趣味や家族との時間も

できます。

　手洗いや歯みがきを習慣づけ、適度に運動や休息を取り、暴飲暴食や

塩分の摂り過ぎに注意し、喫煙や常習的な飲酒を控えることが重要で

す。まずはできることから始めてみてください。

●問い合わせ　保健医療課国保係　☎53－2111（内線251、252）

　市では少しでも負担の少ない国民健康保険制度、長寿医療制度の運営を目指し、運営費の

節減に努めています。これも市民の皆さんのご協力がなくては大きな効果を上げることがで

きません。

　皆さまのご理解とご協力をお願いします。
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トキめきをありがとう!!

　「燃えつくせ！君のパワーを村上で」のスローガンの下、村上市で開催された７競技の参加者数な

どの実績をまとめました。

　大会には多くの市民の皆さんから心のこもったご支援やご協力、また、温かい応援をいただき無

事終了することができました。

　国体の様子は多くの写真を取り入れて大会報告書にまとめました。この報告書は、中央図書館や

各地区公民館に配置していますので、ぜひご覧ください。

　また、市ホームページの「トキめき新潟国体」からも大会報告書がご覧になれます。

大会参加者・観覧者数
（単位：人）

競技名 選手・監督 観覧者数 大会関係者数 合　計 期　間

相撲 469 7,212 2,119 9,800 ９月27～29日

銃剣道 193 4,035 1,129 5,357 10月３日～５日

高等学校野球（軟式） 157 3,438 1,411 5,006 ９月27～30日

トライアスロン 93 10,000 800 10,893 ９月27日

３Ｂ体操 930 540 118 1,588 10月４日

リズム体操 576 1,372 62 2,010 10月４日

スケートボード 150 610 67 827 ９月26日

合　計 2,568 27,207 5,706 35,481

大会関係者…競技会役員や競技役員、競技補助員、競技会係員、競技会補助員、ボランティア、

　　　　　　報道員、視察員など

宿　泊　者　数
（単位：人）

競　技　名
選手・監督
参�加�数

選手・監督
上段：延宿泊者数
下段：宿泊者実数

競技（会）役員
上段：延宿泊者数
下段：宿泊者実数

上段：延宿泊者数計
下段：宿泊者実数計

宿泊施設数

相　　　撲 47都道府県
1,873� 378� 2,251� 29施設の内

市内13施設
県外16施設596� 129� 725

銃　剣　道 47都道府県
849� 171� 1,020�

９施設
244� 56� 300

高等学校野球
（軟式）

10チーム
866� 171� 1,037�

12施設
187� 54� 241

トライアスロン 47都道府県
299� 64� 363�

８施設
162� 56� 218

合　計
3,887� 784� 4,671�

58施設
1,189� 295� 1,484

─ 村上市開催競技実績報告 ─
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トキめき新潟国体村上市実行委員会運営費の推移

平成22年２月15日現在
　【歳入】� � � （単位：千円）

項　　目 平成20年度 平成21年度 合　　計

市補助金 45,802 154,767 200,569

前年度繰越金 126 6,678 6,804

その他 306 1,655 1,961

合　　計 46,234 163,100 209,334

　【歳出】� （単位：千円）

項　　目 平成20年度 平成21年度 合　　計

総務費 3,228 5,382 8,610

相撲競技費 34,021 69,703 103,724

銃剣道競技費 2,307 18,174 20,481

高等学校野球（軟式）競技費 － 14,888 14,888

トライアスロン競技費 － 18,117 18,117

スケートボード費 － 2,140 2,140

リズム体操費 － 536 536

３Ｂ体操費 － 1,593 1,593

相撲お成り費 － 372 372

県民運動費 － 6,920 6,920

ボランティア費 － 1,600 1,600

炬火リレー費 － 1,550 1,550

合　　計 39,556 140,975 180,531

※�平成21年度の残金は、村上市一般会計に繰り入れします

第64回国民体育大会「トキめき新潟国体」を終えて
　第64回国民体育大会「トキめき新潟国体」は、私たちに多くの感動と大きな成果を与えてくれました。
　この大会で新潟県は、男女総合成績第１位の天皇杯と女子総合成績第１位の皇后杯を獲得することが

できました。

　市では、正式競技の「相撲」、「銃剣道」、公開競技の「高等学校野球（軟式）」、「トライアスロン」を

はじめ、デモンストレーションとしてのスポーツ行事では「スケートボード」、「リズム体操」、「３Ｂ体

操」の７競技を開催しました。それぞれの競技会場では力のこもった声援を送っていただき、各競技と

も熱戦が繰り広げられ、大会は大いに盛り上がりました。

　この間、ボランティアで参加していただいた皆さんをはじめ、多くの市民の皆さんに多大なるご支援とご

協力をいただき、無事に終えることができました。全国からお出でいただいた選手や監督、または応援団の

皆さんからは、村上市民の「おもてなしの心」にとても感動したとの声が数多く届けられました。

　大会の成功と訪れた人たちの笑顔は、一重に市民の皆さんのやさしさと温かさによるものであり、心

からお礼を申し上げます。ありがとうございました。

トキめき新潟国体村上市実行委員会
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ま
し
た
が
、「
国
道
７
号
線
沿
い
と
い

う
交
通
の
利
便
性
」や「
村
上
市
全
域

か
ら
み
た
位
置
」、「
運
搬
コ
ス
ト
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ど
か
ら
、
現
在
の
ご
み
処
理
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周
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も
適
し
て
い
る
と
い
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結
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に

達
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ま
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た
。そ
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元
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環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、施
設
が
、

大
気
や
水
質
、
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
な

ど
で
周
辺
に
大
き
な
支
障
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か
、１
年
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け
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し
、

検
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に
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。

　

ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
を
さ
ら

に
進
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
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に
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め
、
環
境
に
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し
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設

の
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に
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で
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す
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建
設
後
も
排
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ダ
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す
。

問　

公
共
交
通
機
関
を
見
直
す
計
画

は
あ
り
ま
す
か
。
高
速
道
路
は
い
つ

で
き
る
の
で
す
か
。（
山
北
中
学
校
）

答　

村
上
市
公
共
交
通
活
性
化
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、村
上
市
全
体

の
公
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交
通
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す
計
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づ
く
り

を
進
め
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ま
す
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画
に
沿
っ
て
路

線
や
運
行
時
間
の
見
直
し
、地
域
内

を
巡
回
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

予
約
型
の
移
動
手
段
の
実
証
実
験
を

す
る
予
定
で
す
。
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山
形
県
温
海
地

区
間
も
建
設
の
促
進
を
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

問　

朝
日
地
区
に
は
小
児
科
や
総
合

病
院
が
な
く
、
市
全
体
で
も
不
足
し

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
朝
日
地
区
に

も
お
医
者
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
よ
う

に
、
市
か
ら
お
金
を
援
助
す
る
な
ど

の
対
策
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
朝
日
中
学
校
）

答　

朝
日
地
区
に
は
、佐
藤
医
院
、市

営
布
部
診
療
所
の
ほ
か
４
つ
の
歯
科

医
院
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
春
に

は
、
大
場
沢
に
新
た
な
内
科
医
院
が

開
院
す
る
予
定
が
あ
る
と
も
聞
い
て

い
ま
す
。

　

特
に
要
望
の
強
い「
小
児
科
」は
市

全
体
で
17
医
院
。朝
日
地
区
で
は
佐
藤

医
院
だ
け
で
、市
全
体
で
も
朝
日
地
区

で
も
不
足
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、医
師
の
確
保
、医
療
機
関
の

充
実
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、医
師
不
足
は
全
国

的
な
問
題
で
あ
り
、中
で
も
小
児
科
と

産
婦
人
科
医
の
確
保
は
難
し
い
こ
と

か
ら
、国
策
と
し
て
、医
師
確
保
の
政

策
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

問　

将
来
大
学
に
進
学
し
た
い
で
す

が
、
市
内
に
も
大
学
を
設
置
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。（
山
北
中
学
校
）

答　

４
月
１
日
に
新
潟
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
が
開
学
し
ま
す

が
、
興
味
が
あ
っ
た
ら
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
見
学

し
て
く
だ
さ
い
。

　

村
上
市
に
は
、
奨
学
金
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、こ
の
制
度
を
活
用
し
、

大
学
や
短
大
、
専
門
学
校
な
ど
へ
の

進
学
を
目
指
し
て
勉
強
に
励
ん
で
も

ら
い
た
い
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
３
５
）

　

１
月
８
日
に
山
北
中
学
校
、
13
日
は
朝
日
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
、

「
第
２
回
市
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
（
市
政
懇
談
会
）
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

普
段
、生
徒
の
皆
さ
ん
が
生
活
し
て
い
る
中
で
思
う
、市
政
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望
が
た
く
さ
ん
挙
げ
ら
れ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
も
貴
重
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
な
ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。今
月
号
で
は
、懇
談
会
の
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

第
２
回　

市
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
結
果

（
朝
日
・
山
北
地
区
）

問　

新
し
い
ゴ
ミ
処
理
場
が
作
ら
れ

る
そ
う
で
す
が
、
な
ぜ
朝
日
地
区
の

檜
原
・
板
屋
越
集
落
の
周
辺
に
計
画

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
平
成
12
年

５
月
に
「
改
築
の
と
き
に
は
他
の
地

区
へ
移
転
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

内
容
の
要
望
書
が
出
さ
れ
て
い
た
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
扱
い
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
建
設
後
の
環
境
面
で
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
ま
す
か
。

（
朝
日
中
学
校
）

答　

周
辺
集
落
の
要
望
な
ど
も
あ

り
、
市
内
各
地
の
調
査
や
検
討
を
し

朝日支所旧議場にて

山北中学校体育館にて

聞
い
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
の
市
へ
の
思
い
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包括支援
センター
だより

知っていますか？
「成年後見制度」

　本人の判断能力が十分でない場合に法律的に保護し、支えるための制度です。例えば、認知症や物忘れ、

障がいがある人などが、預貯金の解約や福祉サービス契約の締結、不動産の売買などをする必要があっても、

本人の判断能力が十分でなければ、そのような行為はできませんし、本人だけに任せていたのでは、不利益

な結果を招く恐れがあります。

　そのため、本人を援助する人が必要であり、判断能力が十分でない人のために家庭裁判所が援助者を選び、

援助者が本人のために活動するものが成年後見制度です。

 利用できるのはどんな人？ 
　利用できる人は、判断能力が十分でない人です。本人の判断能力の程度によって、次のように区分されま

す。

⑴　本人の判断能力がまったくない場合　→　後　見

⑵　本人の判断能力が特に不十分な場合　→　補　佐

⑶　本人の判断能力が不十分な場合　→　補　助

※十分な判断能力がある段階から、あらかじめ備える「任意後見制度」もあります

 どのような支援が受けられるの？ 
　家庭裁判所が申し立てに基づき、本人に最も適切な人を選ぶことで、法律的に保護して支援します。選ば

れた人は、本人の代わりに財産管理や身上監護を行います。

・財産管理とは…�預貯金の管理、不動産の処分など本人の年金や資産、負債の有無、収入、支出を把握し、
本人のために必要な支出を計画的に行う行為です。

・身上監護とは…�入院手続きや費用の支払い、介護保険サービスの利用手続きなど、本人の身上の世話や療
養看護に関する行為です。

 どのように手続きすればよいの？ 
　申し立て先は、本人の住所地を管轄する家庭裁判所です。申し立てができるのは本人や配偶者、四親等内

の親族です。ただし、本人に身寄りがない場合や、家族による虐待がある場合は、市町村長の申し立てが可

能です。※申し立ての際には一定の経費が必要です

●問い合わせ

　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線363、364）
　各支所地域福祉課介護保険係　荒川地区　☎62－0095、神林地区　☎66－6111（内線121）
　　　　　　　　　　　　　　　朝日地区　☎72－6887、山北地区　☎77－4053

介護予防教室

　「楽しく無理なく体操する」、「口の中全体の健康を守る」、「食べる楽しみを大切にする」ことができるよ

うに総合的に取り組み、生活習慣に取り入れてもらえることを目指した教室です。

対象者　市内在住の65歳以上で生活機能の低下が認められる人（介護保険認定者は対象外）
　　※地域包括支援センターの職員などが身体状況等を確認します

と　き　４月～９月までの約６カ月間（週１回）

ところ　各支所保健センターなど（送迎あり）

介護予防事業のお知らせ
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お役立ち

くらしの情報⑨
問い合わせ：村上市消費生活センター

☎53－2111（内線287）

借金問題の解決は
『相談』から！

　借金の返済などでお悩みの人、または身近に借金のことで悩んでいる人がいましたら、下記の相

談窓口へのご相談、ご紹介をお願いします。

　クレジットや消費者金融でお金を借り、返済に困っているが「誰にも相談できない」、「どうしよ

う」と悩んでいる人はいませんか。

　悩んでいるだけでは、借金は解決できません。

●ひとりで悩まずに、ご相談ください。
　消費生活センターや各支所の市民生活課市民・年金係では、専門家

に相談するまでのお手伝い（解決方法や司法書士・弁護士の費用が工

面できない場合に利用できる制度などの情報提供）をしています。お

気軽にご相談ください。

県内の主な相談窓口

新潟県弁護士会（多重債務相談無料電話ガイド） ☎025－222－5533

相談時間　月～金曜日　午前10時～午後３時　　※面談による相談も無料で実施

新潟県司法書士会（多重債務ホットライン） ☎025－225－9333

相談時間　月～金曜日　午前10時～正午、午後１時～４時

関東財務局新潟財務事務所 ☎025－229－2788

相談時間　月～金曜日　午前８時30分～正午、午後１時～４時30分

財団法人　日本クレジットカウンセリング協会新潟センター

（多重債務ほっとライン）
☎025－248－3311

電話相談・カウンセリング予約受付時間　月～金曜日　午前10時～午後０時40分、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後２時～４時40分
カウンセリング（面談による相談）は、火・木曜日の午後２時～５時　※予約制

法テラス新潟（民事法律扶助による無料法律相談） ☎050－3383－5420

相談には事前予約が必要（収入・資産が一定基準以下の人が対象）

予約受付時間　月～金曜日　午前９時～午後５時

新潟県消費生活センター ☎025－285－4196

相談時間　月～金曜日　午前９時～午後４時30分　（来所相談は予約制です）
　　　　　土曜日　　　午前10時～午後４時30分（電話相談のみ）
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こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

「
耳み

み
が
く
し
ゅ
う
か
い

学
習
会
」っ
て
何
？

　

村
上
地
区
で
は
特
定
健
診
後
、※
特
定
保
健

指
導
と
な
っ
た
人
を
対
象
に
生
活
改
善
の
た

め「
耳
学
習
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

耳
学
習
会
は「
や
る
、や
ら
な
い
は
二
の
次
」、

「
ま
ず
は
自
分
の
体
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」、「
正
し
い
健
康
情
報
を
選
択
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
保
健
師
の
思
い
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
耳
学
習
会
に
参
加
さ
れ
た
成
田
さ
ん

（
仲
間
町
・
男
性
）に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

保�

健
師　

耳
学
習

会
に
参
加
し
、

生

活

改

善

に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、

何
で
し
た
か
。

成�

田
さ
ん　

タ
バ

コ

を

や

め

た

ら
、
体
重
が
増
え
て
体
型
と
衣
服
に
困
っ
て

い
た
と
こ
ろ
に
保
健
師
か
ら
学
習
会
の
お

誘
い
を
受
け
ま
し
た
。

保
健
師　

新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
か
。

成�

田
さ
ん　

特
定
健
診
の
結
果
は
、お
酒
を
飲
む

の
で
肝
機
能
の
項
目
に
は
関
心
が
あ
り
ま
し

た
が
、そ
れ
以
外
は
特
に
気
に
し
て
い
ま
せ
ん

な
る
ほ
ど
!
健
康

健
康
診
断
の
お
話

新
潟
県
立
坂
町
病
院
長　

鈴
木　

薫

　

皆
さ
ん
は
健
康
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
か
。�

　

健
康
診
断
は
な
ぜ
受
け
る
必
要
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

病
気
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る

　

世
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
あ
り
ま

す
。
病
気
に
は
症
状
が
早
く
か
ら
出
る
も
の

と
、
軽
い
う
ち
は
症
状
が
な
く
、
症
状
が
出
る

こ
ろ
に
は
、既
に
重
症
と
な
っ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
症
状
が
早
く
か
ら
出
る
病
気
は
、

本
人
が
自
覚
し
て
医
療
機
関
を
受
診
す
る
た

め
、
手
遅
れ
に
な
る
危
険
は
少
な
い
で
す
。
一

方
、
症
状
が
出
に
く
い
病
気
は
発
見
が
遅
れ
、

病
気
が
見
つ
か
っ
た
と
き
に
は
手
遅
れ
に

な
っ
て
い
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

気
付
き
に
く
い
病
気
を
見
つ
け
る
こ
と

　

健
康
診
断
は
症
状
が
出
に
く
く
、自
分
で
は

気
付
き
に
く
い
病
気
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。早
期
で
は
症
状
が
出
に
く

い
病
気
の
代
表
は
ガ
ン
で
す
。ガ
ン
は
か
な
り

悪
化
し
な
い
限
り
症
状
は
で
ま
せ
ん
し
、症
状

が
出
た
場
合
は
完
全
に
治
す
こ
と
は
困
難
で

す
。
し
か
し
、
胃
ガ
ン
や
大
腸
ガ
ン
は
早
期
ガ

ン
の
場
合
、内
視
鏡
治
療
で
完
全
に
治
す
こ
と

が
可
能
で
す
。そ
の
他
の
ガ
ン
も
早
期
に
見
つ

か
る
ほ
ど
治
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

症
状
が
出
に
く
く
、
気
付
か
な
い
で
い
る
と

10
年
後
、20
年
後
に
心
臓
病
、脳
卒
中
、腎
不
全

な
ど
の
病
気
を
見
つ
け
る
こ
と
も
健
康
診
断

の
目
的
で
す
。
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
高
脂
血
症

な
ど
で
は
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
放
置
す
る
と
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
心

臓
や
脳
、
腎
臓
な
ど
に
障
害
が
起
こ
り
、
生
命

に
関
わ
る
事
態
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一

度
動
脈
硬
化
が
進
行
し
た
場
合
、
動
脈
硬
化
を

完
全
に
元
に
戻
す
こ
と
は
不
可
能
で
す
の
で
、

動
脈
硬
化
の
予
防
が
大
事
と
な
り
ま
す
。

年
に
１
回
は
、健
康
診
断

　

「
自
分
は
医
療
機
関
に
通
院
し
て
い
て
、
検

査
も
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
こ
の
よ
う
に

思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
医
療
機
関
で

は
病
気
に
関
す
る
検
査
は
行
い
ま
す
が
、
健
康

診
断
の
よ
う
に
異
常
が
あ
る
か
、
な
い
か
を
調

べ
る
検
査
は
行
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
医
療

機
関
に
通
院
し
て
い
る
人
で
も
年
に
１
回
は

健
康
診
断
を
受
け
る
か
、
医
療
機
関
の
主
治
医

に
健
康
診
断
的
な
検
査
を
頼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

健
康
で
長
生
き
を
す
る
に
は
、
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
健
康
診
断
は

そ
の
第
一
歩
で
す
。

で
し
た
。し
か
し
、尿
を
つ
く
る
腎
臓
や
基
礎

代
謝
を
上
げ
る
た
め
に
筋
肉
を
鍛
え
る（
有
酸

素
運
動
す
る
）必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
、い
ろ

ん
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

保�

健
師　

今
回
、
成
田
さ
ん
が
目
標
に
し
た
こ

と
は
何
で
す
か
。

成�

田
さ
ん　

「
動
く
こ
と
」
、「
野
菜
を
食
べ
る

こ
と
」、「
塩
分
を
控
え
る
こ
と
」で
す
。大
好

き
な
明
太
子
が
食
卓
か
ら
遠
ざ
か
り
残
念

で
す
が
、
自
分
の
体
と
付
き
合
う
た
め
に
、

こ
の
ま
ま
続
け
る
つ
も
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
成
田
さ
ん
は
、話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

「
こ
れ
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
」と
、み
ん
な
で
体

の
不
思
議
を
学
び
合
い
、自
分
に
あ
っ
た
健
康
法

を
見
出
し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

※�

特
定
保
健
指
導
と
は
、
特
定
健
診
の
結
果
、

積
極
的
支
援
、
動
機
付
け
支
援
の
該
当
と

な
っ
た
人
を
対
象
に
、
今
か
ら
で
き
る
生
活

改
善
に
つ
い
て
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
衛
生
係
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さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※�それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる
ように上記イラストを掲載しています

　

１
月
17
日
㈰
荒
川
総
合
体
育
館
で
第
35
回
荒

川
地
区
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
天
候
は
晴
れ
で
し
た
が
、
路
面
が
凍

結
す
る
ほ
ど
寒
い
中
、
男
女
合
わ
せ
て
30
チ
ー

ム
、
約
90
人
が
参
加
し
た
大
き
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、参
加
者
の
皆
さ
ん
が
「
さ
む
い
、
さ

む
い
」
と
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
、
体
を
動
か
し

て
い
ま
し
た
。

　

い
ざ
試
合
と
な
る
と
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
半

そ
で
短
パ
ン
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
、
す
ば
や
い
動
き

で
見
事
に
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
決
め
、「
よ
し
」
や

「
よ
っ
し
ゃ
」と
大
き
な
声
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。

　

大
会
は
、
外
の
寒
さ
を
忘
れ
る
く
ら
い
、
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
35
回
荒
川
地
区
卓
球
大
会

あらかわ

　

２
月
５
日
㈮
、
北
新
保
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
30
人

が
北
新
保
地
域
農
業
拠
点
施
設
で
交
通
安
全
教
室
を

行
い
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
教
室
で
は
、
市
交
通
安
全
専
門
指
導
員

の
泉
川
さ
ん
が
腹
話
術
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
、交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う「
道
路
を
渡
る
と
き

は
、し
っ
か
り
止
ま
っ
て
確
認
す
る
こ
と
。夜
間
歩
く

と
き
は
、反
射
材
を
必
ず
つ
け
て
く
だ
さ
い
」と
参
加

者
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
口
川
駐
在
所
の
市い

ち

島し
ま

さ
ん
か
ら
は
、「
死

亡
事
故
は
年
々
減
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
が
関
わ

る
事
故
は
増
え
て
い
ま
す
。
神
林
地
区
で
は
昨
年
１

年
間
、死
亡
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、さ
ら
に

注
意
し
て
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
」と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室

かみはやし

　

１
月
30
日
㈯
、
お
父
さ
ん
と
子
ど
も
で
参
加
す
る

料
理
教
室
を
村
上
地
区
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

料
理
は
肉
ま
ん
で
、
肉
ま
ん
の
皮
か
ら
包
む
あ
ん

ま
で
、親
子
で
協
力
し
て
作
り
ま
し
た
。中
で
も
あ
ん

作
り
は
真
冬
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
素
手
で
こ
ね
る

作
業
は
と
て
も
辛
ら
そ
う
で「
冷
た
い
っ
」と
親
子
と

も
に
厳
し
い
表
情
で
こ
ね
て
い
ま
し
た
。

　

あ
ん
を
皮
で
包
み
、
肉
ま
ん
を
蒸
し
上
げ
て
蒸
し

器
の
ふ
た
を
と
る
と
、
湯
気
が
お
い
し
そ
う
な
匂
い

と
と
も
に
立
ち
込
め
、
周
り
か
ら
「
お
お
っ
」
と
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
お
父
さ
ん
は
「
意
外
と
簡
単
に
で
き
ま

し
た
。
次
は
も
っ
と
上
手
に
中
身
を
カ
レ
ー
な
ど
に

も
変
え
て
作
っ
て
み
た
い
で
す
ね
」
。
お
子
さ
ん
は

「
上
手
に
作
れ
た
」と
満
足
気
な
表
情
で
肉
ま
ん
を
ほ

お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

ほ
か
ほ
か
の
出
来
立
て
を
堪
能

～
お
父
さ
ん
と
肉
ま
ん
作
り
～

むらかみ
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２
月
５
日
㈮
、猿
沢
小
学
校
の
６
年
生
15
人

が
、総
合
学
習
の
時
間
に
地
域
で
と
れ
る
食
材

で
お
や
つ
を
作
り
ま
し
た
。食
生
活
改
善
推
進

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、村
上
の
特
産
で
も

あ
る
お
茶
と
地
元
の
食
材
を
使
っ
て「
イ
チ
ゴ

大
福
と
三
色
団
子
」を
作
り
ま
し
た
。

　

三
色
団
子
は
、
豆
腐
で
軟
ら
か
く
ヘ
ル

シ
ー
に
仕
上
げ
、
抹
茶
や
カ
ボ
チ
ャ
で
色
を

付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、茶
道
講
師
の
富
樫
逸
子
さ
ん（
早
稲

田
）か
ら
お
茶
の
歴
史
や
礼
儀
作
法
を
学
び
、

そ
の
後
、抹
茶
と
作
っ
た
お
菓
子
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

冨
樫
竜
二
く
ん（
上
野
）は「
お
茶
の
作
法
は
、

お
茶
と
お
菓
子
を
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、立
ち

方
、座
り
方
な
ど
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
や
つ
の
食
べ
方
を

　
　
　
　

考
え
よ
う
！

あさひ

各
地
に
鬼
が
襲
来
！

むらかみあらかわかみはやし

　

向
ヶ
丘
保
育
園
で
は
、
豆
ま
き
の
前
に
、
先

生
た
ち
が
「
な
ぜ
豆
ま
き
を
す
る
の
か
」
を
劇

で
披
露
し
て
子
ど
も
た
ち
に
教
え
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
で
は
、
園
児
た
ち
が
自
分
で
作
っ

た
鬼
の
お
面
を
か
ぶ
り
、
劇
で
教
わ
っ
た
鬼

を
退
治
で
き
る
武
器
、「
豆
」
を
も
ら
う
と
準

備
完
了
。

　

大
き
な
金
棒
を
持
っ
た
青
鬼
が
現
れ
る

と
、
必
死
で
逃
げ
出
す
園
児
や
、
果
敢
に
鬼
に

立
ち
向
か
っ
て
い
く
園
児
と
、
さ
ま
ざ
ま
で

し
た
が
、
最
後
に
は
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ

て
鬼
を
退
治
し
ま
し
た
。

　

降
参
し
た
鬼
が
「
み
ん
な
を
驚
か
せ
た
お

詫
び
」
に
と
、
お
菓
子
を
く
れ
て
、
も
ら
っ
た

園
児
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

金
屋
保
育
園
で
は
、
豆
ま
き
の
前
に
、
鬼
の

面
を
か
ぶ
っ
た
園
児
が
自
分
が
直
し
た
い
と

こ
ろ
な
ど
を
鬼
に
見
立
て
て
発
表
。
中
に
は
、

「
ゲ
ー
ム
し
す
ぎ
鬼
を
追
い
出
し
た
い
」
な

ど
、鬼
も
年
々
近
代
化
し
て
い
る
様
子
で
す
。

　

年
長
さ
ん
が
頭
に
ハ
チ
マ
キ
を
し
て
、「
鬼

は
〜
そ
と
」
と
豆
ま
き
を
始
め
る
と
、
赤
鬼
と

青
鬼
が
登
場
。
一
生
懸
命
に
豆
を
拾
っ
て
い

た
年
少
さ
ん
と
年
中
さ
ん
の
顔
が
真
っ
青
に

変
わ
り
、
会
場
は
大
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
勇
敢
な
年
長
さ
ん
が
必
死
に
豆

を
ま
き
、見
事
、鬼
を
追
い
払
い
ま
し
た
。

　

鬼
が
去
っ
た
後
は
一
同
、「
怖
か
っ
た
、
鬼

が
い
な
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
安
心
し
た

顔
。
怖
い
鬼
も
追
い
払
い
、
今
年
一
年
、
健
康

に
過
ご
せ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

若
林
家
住
宅
に
は
、
市
内
の
小
学
２
年
生

25
人
が
集
ま
り
、
こ
ど
も
豆
ま
き
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

お
し
ゃ
ぎ
り
会
館
の
館
長
か
ら
「
豆
を
ま

く
理
由
」
、「
奥
の
部
屋
か
ら
豆
を
ま
く
こ

と
」、「
掛
け
声
」、「
豆
を
４
つ
角
に
置
い
た
ら

振
り
向
か
ず
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
」
の
鬼
退

治
の
方
法
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
豆
ま
き

役
は
袴

は
か
ま

を
は
い
て
、
鬼
役
は
お
面
を
し
て
、
雰

囲
気
い
っ
ぱ
い
の
装
い
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
役
に
な
っ
た
今
野
美
咲
さ
ん
（
飯

野
三
丁
目
）
は
、「
家
で
は
お
父
さ
ん
が
豆
ま

き
役
、
私
は
拾
う
役
な
の
で
と
て
も
楽
し
い

で
す
」
と
、
５
合
升
い
っ
ぱ
い
に
入
っ
た
豆
を

思
う
存
分
ま
い
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
㈬
の
節
分
に
は
、
各

地
域
の
保
育
園
な
ど
で
、
子
ど
も

た
ち
が
鬼
を
追
い
払
う
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
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冬
に
し
か
で
き
な
い
野
外
活
動
を
通
し
て
友
達
づ

く
り
を
進
め
る
「
わ
ん
ぱ
く
交
流
会
in
さ
ん
ぽ
く

２
０
１
０
」
が
２
月
13
日
㈯
と
14
日
㈰
の
１
泊
２
日

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
内
容
は
、
さ
ん
ぽ
く
北
小
学
校
・
南
小

学
校
か
ら
参
加
し
た
５
・
６
年
生
が
実
行
委
員
会
で

企
画
。
市
内
や
新
潟
市
秋
葉
区
か
ら
参
加
し
た
15
人

を
迎
え
、
１
日
目
は
初
対
面
の
緊
張
を
和
ら
げ
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
翌
日
に
行
う
雪
だ
る
ま
の
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
夕
食
作
り
な
ど

で
交
流
を
深
め
、
２
日
目
に
は
雪
原
で
の
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
や
、「
ス
ノ
ー
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！
」
で

の
雪
だ
る
ま
づ
く
り
な
ど
を
体
験
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
新
し
い
友
達
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」
、「
も
う
少
し
積
極
的
に
話
し
か
け
れ
ば

よ
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

野
外
活
動
で
友
達
づ
く
り

「
わ
ん
ぱ
く
交
流
会
in

さ
ん
ぽ
く
」

　

２
月
７
日
㈰
、
旧
高
根
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
高

根
活
性
化
委
員
会
と
高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
に

よ
る
、４
回
目
の
雪
中
貯
蔵
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

雪
室
に
は
、
地
元
の
滝
の
名
前
が
つ
い
た
清
酒

「
鈴
ヶ
滝
」や
高
根
で
造
っ
た
ど
ぶ
ろ
く
、そ
ば
、ニ
ン

ジ
ン
な
ど
が
入
れ
ら
れ
、
参
加
者
全
員
で
し
っ
か
り

雪
で
覆
い
、シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。雪
の
中
で
熟

成
さ
れ
た
お
酒
は
、う
ま
味
が
凝
縮
さ
れ
、口
当
た
り

が
良
く
、
飲
み
や
す
く
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
で
き

あ
が
っ
た
お
酒
を
飲
み
比
べ
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ

と
の
こ
と
。

　

今
回
で
３
回
目
の
参
加
と
な
る
上
村
匠た

く

生み

く
ん

（
新
潟
市
）は
、「
雪
の
中
の
ニ
ン
ジ
ン
は
甘
く
て
お
い

し
い
よ
」
と
蔵
開
き
が
行
わ
れ
る
春
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。蔵
開
き
は
、４
月
18
日
に
行
う
予
定
で

す
。

冬
の
魅
力
い
っ
ぱ
い
！

あさひさんぽく

　

２
月
７
日
㈰
、
春
木
山
集
落
の
公
会
堂
が

完
成
し
、竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
会
堂
は
８
月
か
ら
建
築
が
始
ま
り
、
完

成
し
た
建
物
は
平
屋
建
て
で
中
も
明
る
く
、

入
口
に
は
ス
ロ
ー
プ
が
付
き
、
車
い
す
な
ど

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
落
成
記
念
式
典
」
で
は
、
春
木
山
区
長
の

阿
部
平
一
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で
は
２
階
が
広

間
の
建
物
で
、大
変
利
用
し
づ
ら
か
っ
た
が
、

こ
の
た
び
、皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、と
て
も
立

派
な
利
用
し
や
す
い
公
会
堂
が
完
成
し
ま
し

た
」と
完
成
を
喜
ぶ
あ
い
さ
つ
。

　

地
区
待
望
の
公
会
堂
が
完
成
し
、
今
後
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

活
用
さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

待
望
の
公
会
堂
完
成

あらかわ

　

寒
の
清
水
を
求
め
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で

雪
原
を
駆
け
抜
け
る
「
鰈
山
清
水
水
汲
み
ツ

ア
ー
」が
、大
毎
集
落
で
2
月
7
日
㈰
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。5
年
目
の
今
年
は
、新
潟
市
近

郊
な
ど
か
ら
参
加
し
た
16
人
と
地
元
ス
タ
ッ

フ
、そ
し
て
、ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
仲
間
で
埼

玉
県
か
ら
駆
け
つ
け
た
メ
ン
バ
ー
を
含
め
、

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
メ
ン
バ
ー
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
に
分
乗
し
、一
路
清
水
湧
き
出
る
会
場
へ
。

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
体
験
試
乗
や
大
毎
集
落

の
お
母
さ
ん
た
ち
に
よ
る
手
づ
く
り
の
昼
食

を
山
荘
で
楽
し
み
、
3
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
積

も
っ
た
雪
の
中
に
湧
き
出
る
清
水
を
汲
み
終

え
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
初
め
て
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
乗
っ
て
楽
し

か
っ
た
。
山
荘
で
薪
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
だ
昼

食
も
お
い
し
か
っ
た
」と
、清
水
を
汲
み
な
が

ら
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
雪
原
を

疾
走
！

「
鰈

か
れ
い
ざ
ん山
清
水
水
汲
み
ツ
ア
ー
」

さんぽく
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笑
顔
で
作
る
雪
だ
る
ま

「
ス
ノ
ー
マ
ン
が

や
っ
て
き
た
！
」

さんぽく

　

雪
だ
る
ま
づ
く
り
と
幻
想
的
な
雪
明
か
り

を
楽
し
む
「
ス
ノ
ー
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！
」

が「
夢
21
・
さ
ん
ぽ
く
塾
」の
主
催
に
よ
り
、２

月
14
日
㈰
大
毎
地
内
の
雪
原
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
青
空
が
見
え
る
絶
好
の
天
気
と

な
り
、
午
前
10
時
の
開
始
と
と
も
に
、幼
児
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
た
く
さ
ん
の
人
が
、
前

日
ま
で
降
り
積
も
っ
た
約
１
・
５
メ
ー
ト
ル

の
雪
を
生
か
し
た
雪
だ
る
ま
づ
く
り
を
楽
し

み
、
２
０
０
体
ほ
ど
の
雪
だ
る
ま
が
完
成
。ま

た
、
保
育
園
児
や
小
学
生
は
雪
中
に
埋
め
ら

れ
た
く
じ
入
り
の
カ
プ
セ
ル
を
探
し
出
す
宝

探
し
や
、
雪
を
利
用
し
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

作
り
に
も
参
加
し
、
親
子
で
楽
し
む
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
山
北
地
区
農
村
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ト
ン
汁
や
お
に

ぎ
り
、
大
毎
集
落
か
ら
は
名
物
ケ
ン
サ
焼
き
、

あ
ん
こ
餅も

ち

、ハ
ウ
ス
野
菜
な
ど
が
販
売
さ
れ
、

北
中
集
落
は
臼
と
杵き

ね

に
よ
る
餅
つ
き
が
行
わ

れ
、
つ
き
た
て
の
餅
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど

大
い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
出
る
と
黒
川
俣
地
区
各
集
落
の

皆
さ
ん
が
制
作
し
た
手
の
込
ん
だ
個
性
溢
れ

る
雪
だ
る
ま
が
、
軒
先
や
旧
出
羽
街
道
脇
に

数
多
く
並
び
ま
し
た
。

　

雪
だ
る
ま
に
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯と

も

り
始
め
た

夕
方
、
会
場
中
央
に
あ
る
高
さ
約
６
メ
ー
ト

ル
の
チ
ャ
ペ
ル
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
市

内
出
身
の
二
人
の
た
め
に
、
手
づ
く
り
の
ス

ノ
ー
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
が
挙
行
さ
れ
、
会
場
は

心
温
ま
る
祝
福
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

同
塾
チ
ー
フ
は
、「
長
い
期
間
の
準
備
で
し

た
が
、ス
タ
ッ
フ
の
気
持
ち
も
一
つ
に
な
り
、

来
場
者
の
皆
さ
ん
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
よ

い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
」
と
喜
び
の
声

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
須
戸
に
農
家
民
宿

「
ひ
ど
こ
」完
成
！

あさひ

　

大
須
戸
集
落
で
古
民
家
を
利
用
し
た
農
家

民
宿
「
ひ
ど
こ
」
が
完
成
し
、
２
月
14
日
㈰
に

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
完
成
に
至
る
ま
で
に
は
、
５
年

ほ
ど
前
、
大
須
戸
集
落
の
数
々
の
宝
を
生
か

し
て
夢
の
あ
る
持
続
的
な
集
落
を
つ
く
ろ
う

と
村
お
こ
し
団
体
の
「
ひ
ど
こ
の
会
」
が
立
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
空
き
家
に
な
っ

て
い
る
家
を
利
用
し
て
農
家
民
宿
が
で
き
な

い
か
と
、「
ひ
ど
こ
の
会
」
を
中
心
に
大
須
戸

地
区
村
づ
く
り
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
民
宿
は
、
築
１
５
０
年
の
古
民
家
を

利
用
。
地
元
の
大
工
に
よ
っ
て
、
古
さ
を
生
か

し
て
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
屋
は
６
畳
と
12
畳
が
あ
り
、
計
８
人
が

宿
泊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
須
戸

の
特
産
の
果
樹
や
田
植
え
な
ど
の
農
作
業
体

験
、
そ
ば
打
ち
、
か
ま
を
使
っ
た
ご
飯
や
ピ
ザ

作
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
斎
藤
会
長
は
「
都
会
に
出
て

い
っ
た
人
た
ち
に
来
て
も
ら
い
、
昔
し
て
い

た
こ
と
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
い

ろ
ん
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
、
集
落
を
活

性
化
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

農
家
民
宿
の
営
業
開
始
は
、
４
月
初
旬
か

ら
、
１
泊
２
食
付
き
で
予
約
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係　
☎
72-

６
８
８
６

　

今
月
号
で
は
、２
月
14
日
㈰
に
設

立
し
た
「
愛
ラ
ン
ド　

あ
さ
ひ
」
の

今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

２
月
14
日
㈰
、朝
日
み
ど
り
の
里

に
て
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
「
愛
ラ
ン
ド　

あ
さ
ひ
」
の
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
８
月
に
準
備
委
員
会

を
設
立
し
、先
進
地
視
察
や
ス
ポ
ー

ツ
講
演
会
、
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
を
行

い
、
こ
の
日
の
設
立
に
至
り
ま
し

た
。
当
日
の
総
会
に
は
、
村
上
市
長

を
は
じ
め
、多
く
の
来
賓
に
参
加
い

た
だ
き
、
そ
の
後
に
、
柏
崎
市
立
内な
い

郷ご
う

小
学
校
の
池い
け

藤ふ
じ

仁に

市い
ち

校
長
か
ら

「
つ
な
げ
、ひ
ろ
げ
る
、総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」と
題
し
て
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

船
出
を
す
る
ク
ラ
ブ
が
朝
日
地
区

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
通
し
て
地
域

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
参
加
者
へ
の
協
力
と
支
援

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、ク
ラ
ブ
の
今
後
の
活
動

計
画
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
愛
ラ
ン
ド　

あ
さ
ひ
」は「S

eed

（
種
）
」「G

ro
w
�
u
�p

（
育
ち
）
」

「Flow
ering

（
開
花
）
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、緑
豊
か
な
朝
日
の
地
に
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
に
応
じ
て
交
流
で
き

る
種
（
活
動
）
を
ま
き
、
地
域
で
育

て
、ひ
ま
わ
り
畑
に
咲
く
花
の
よ
う

に
笑
顔
が
絶
え
な
い
ク
ラ
ブ
を
目

指
し
ま
す
。

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
大
会
の

ほ
か
に
料
理
教
室
な
ど
も
行
い
、ス

ポ
ー
ツ
が
あ
ま
り
得
意
で
な
い
人

で
も
参
加
で
き
る
内
容
に
な
っ
て

お
り
、誰
も
が
楽
し
め
る
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。今
月
か
ら
会
員
の

募
集
を
開
始
し
ま
す
の
で
、多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
加
入
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
へ
の
参
加
を

広
く
募
集
し
ま
す
の
で
、他
地
区
の

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、加
入
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
資
料
な
ど
に
つ
い
て

は
、朝
日
総
合
体
育
館
に
あ
る
事
務

局
に
い
つ
で
も
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

「
愛
ラ
ン
ド　

あ
さ
ひ
」は
、ク
ラ

ブ
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
だ
け

で
な
く
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
と
お
り
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

種
を
ま
い
て
い
た
だ
き
、ク
ラ
ブ
と

会
員
が
一
体
と
な
っ
て
ク
ラ
ブ
を

育
て
、朝
日
地
区
全
体
が
花
畑
の
よ

う
に
市
民
が
光
り
輝
け
る
地
域
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
愛
ラ
ン
ド　

あ
さ
ひ
」

　

ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

中
山　

茂
幸

ス
キ
ー
教
室
が
終

了
し
ま
し
た

　

今
年
も
わ
か
ぶ

な
高
原
ス
キ
ー
場

で

の

全

５

回

の

レ
ッ
ス
ン
が
終
了

し
ま
し
た
。回
を
追

う
ご
と
に
参
加
者

も
ス
タ
ッ
フ
も
打
ち

解
け
て
、ワ
イ
ワ
イ

と
に
ぎ
や
か
に
ス

キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。レ
ッ
ス

ン
終
了
後
に
は
、皆
さ
ん
、き
れ
い
な

シ
ュ
プ
ー

ル
を
ゲ
レ

ン
デ
に
描

い
て
い
ま

し
た
。

子
ど
も
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
初
心
者

教
室

　

冬
し
か
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
を

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
小
・
中

学
生
を
対
象
に
ス
キ
ー
と
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
怖
が
っ
て
い
た
子
ど

も
た
ち
も
終
わ
り
の
こ
ろ
に
は
、ス

イ
ス
イ
と
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
、ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
存
分
に
楽

●SPORTS CLUB●

NPO法人総合型スポーツクラブ

し
ん
で

い
ま
し

た
。

「
糖
尿
病
予
防
教
室
」
の
運
動
指

導
を
し
て
き
ま
し
た

　

市
保
健
医
療
課
の
依
頼
を
受

け
「
糖
尿
病
予
防
教
室
」
の
運
動

指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
自
分
で
続
け
て
で
き

る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
い

ま
し
た
。

　

３
カ
月
後
の
測
定
で
は
、
上
体

起
こ
し
が
１
回
も
で
き
な
か
っ

た
人
が
10
回
以
上
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
人
や
「
体
脂
肪
が
減
っ

た
」「
筋
肉
量
が
増
え
た
」
と
多

く
の
人
が
成
果
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。
努
力
は
裏
切
ら
な
い
と
証

明
さ
れ
た
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

～
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
ス
イ
ー
ツ
～

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
贈
り

物
に
ぴ
っ
た
り
の「
テ
ィ
ラ
ミ
ス
」

と
今
人
気
の「
ラ
ス
ク
」に
挑
戦

●問い合わせ　☎52－6311
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ひ
よ
こ
の
お
正
月

　

１
月
12
日
㈫
希
楽
々
の
託
児
ル
ー

ム
を
会
場
に
開
催
し
、親
子
７
組
が
参

加
し
ま
し
た
。す
ご
ろ
く
を
手
作
り
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

き
っ
ず
ダ
ン
ス
ダ
ン
ス

　

１
月
13
日
㈬
か
ら
パ
ル
パ
ー
ク
神

林
を
会
場
に
始
ま
り
ま
し
た
。最
後
の

回
に「C

hoo�C
hoo�Train

」を
踊
れ
る

よ
う
に
な

る
た
め
に

み
ん
な
で

楽
し
く
頑

張
っ
て
い

ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
～
冬
の
陣
～

　

１
月
24
日
㈰
、パ
ル
パ
ー
ク
神
林
を

会
場
に
６
チ
ー
ム
80
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
大
会
に
は
、

な
ん
と
中
学
生
と
大
人
が
チ
ー
ム
を

組
ん
で
参
加
。「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
し

た
い
、
大

会
に
出
た

い
け
ど
、

チ
ー
ム
に

な
る
ほ
ど

人
が
集
ま

ら
な
い
」

し
ま
し

た
。

　

お
い

し
い
ス

イ
ー
ツ

に
手
づ

く
り
の

愛
情
が

加
わ
っ

て
さ
ら
に
お
い
し
く
で
き
ま
し

た
。

ひ
よ
マ
マ

ビ
ー
チ

ボ
ー
ル

　

１
月
13

日
㈬
か
ら

始
ま
っ
た

ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
の
教

室

は
、
雪
が
降

る
寒
い
日
で
も
皆
さ
ん
汗
を
か
き
な

が
ら
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

ウェルネスむらかみ運動指導スタッフ

と
い
う
人
の
寄
せ
集
め
チ
ー
ム
で
し

た
が
、大
人
と
子
ど
も
の
交
流
が
見
ら

れ
て
、と
て
も
良
い
雰
囲
気
の
試
合
で

し
た
。

編
み
物
広
場

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
編
み
物

広
場
が
、１
月
８
日
㈮
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。今
年
も
新
し
い
仲
間
が
、い
ろ

い
ろ
な
地
域
か
ら
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。

山
北
中
学
校
で
も
ス
ポ
レ
ッ
ク

　

１
月
21
日
㈭
か
ら
山
北
中
学
校
で

ス
ポ
レ
ッ
ク
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
子
が
多
い
で
す
が
、50
分
と

い
う
短
い
時
間
で
ゲ
ー
ム
ま
で
楽
し

め
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。

　ウェルネスむらかみには、４人の元気な運動指導スタッフがいます。子

どもからシニアまでさまざまな教室を企画・指導しています。「いかに楽し

く運動してもらえるか」、また「健康づくりを継続してもらえるか」を常に考えながら指導をしています。

　「楽しかったよ」「体の調子が良くなった」と言われることがとてもう

れしく、一番の励みになっています。

　これからも、より多くの人に健康で元

気になってもらえるように私たちもがん

ばります。皆さんも一緒に健康づくりし

ましょう。

NPO法人

●問い合わせ　☎66－8119

この「総合型ステーション」のコーナーは、今月号で終了となります。４月号からは、総合型地域

スポーツクラブの教室や講座の開催案内を充実してお知らせ版に掲載します。
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区 氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区

●おくやみ
氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区

※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています　※１月11日から２月10日までの届け出です（敬称略）
※表示されている行政区は、実際登録されている町内会、集落です

人口と世帯数（2月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä32,888人（△37）　Å35,757人（△13）　�計68,616人（△42）　    22,823世帯（14）

村上地区
富　樫　よしみ	 86	 山居町二丁目
小　田　朝次郎	 91	 西興屋
小 田 忠 治	 75	 山辺里
南 保 フ ミ	 89	 長井町
小 川 　 悅	 81	 肴町
髙 橋 義 昭	 79	 坪根
土 屋 ミ ネ	 92	 新町
川 村 ナ カ	 101	 肴町
堀 　 周 晃	 97	 肴町
遠　山　タカノ	 91	 岩船横新町
鈴　木　三治郎	 67	 羽黒口
伊 藤 セ ン	 92	 早川
稲 葉 酉 一	 84	 岩船上浜町
髙　橋　保榮太	 83	 新町
小　野　ムツヨ	 93	 坪根
齋　藤　スエコ	 98	 新町
東 　 寅 藏	 95	 松山
木 村 利 夫	 87	 安良町
田 中 良 二	 75	 羽黒口
木 村 　 懋	 84	 門前
菅 原 貞 治	 81	 塩町
髙 野 ミ キ	 87	 八日市
宗 田 善 一	 84	 塩町
木 村 恒 夫	 74	 門前
髙　野　フミ子	 84	 上相川
山 﨑 　 勇	 84	 緑町四丁目

村上地区
翔亜（とあ）	 五十嵐　一　昭	 下相川
暖佳（はるか）	 小　林　正　芳	 山居町一丁目
拓磨（たくま）	 齋　藤　正　弘	 大欠
さくら	 立　元　洋　介	 八日市
優羅 （々ゆらら）	 佐　藤　優　治	 下相川
優衣（ゆい）	 佐　藤　信　夫	 塩町
結菜（ゆな）	 淺　野　　　宏	 山辺里
ゆら	 須　貝　克　義	 岩船三日市
小雪（こゆき）	 横　井　英　典	 山居町一丁目
寛人（ひろと）	 山　貝　亮　太	 小町
一葉（ひとは）	 平　山　聖　一	 新町
柚稀（ゆずき）	 伊　藤　勝　志	 飯野桜ヶ丘
涼花（りょうか）	 石　嶋　　　聡	 新町
衣千香（いちか）	 岩　崎　元　明	 岩船岸見寺町

荒川地区
美空（みそら）	 小　関　良　昭	 坂町
華音（かのん）	 板　垣　満　樹	 大津
拓真（たくま）	 齋　藤　克　広	 貝附
百花（ももか）	 阿　部　隆　一	 十文字

神林地区
莉央（りお）	 横　山　　　誠	 下助渕
和心（わこ）	 美　野　淳　恵	 塩谷
悠太（ゆうた）	 白　木　　　誠	 桃川
虹翔（ななと）	 大　倉　拓　也	 南田中

朝日地区
健太（けんた）	 板　垣　　　修	 高根
恭太（きょうた）	 島　田　雄　介	 下新保
康史朗（こうしろう）	 髙　橋　雅　人	 大場沢
寿春（すばる）	 佐　藤　正　樹	 鵜渡路
未愛（みあ）	 小　川　伸　明	 布部
暖斗（はると）	 石　栗　英　俊	 石住
泰雅（たいが）	 五十嵐　　　正	 あけぼの

山北地区
遥（はるか）	 平　方　　　純	 中浜
一護（いちご）	 富　樫　広　宣	 上大鳥
綾（あや）	 平　方　宏　幸	 岩石

朝日地区
松　縄　千代子	 83	 朝日中野
中 山 輝 良	 52	 大須戸
小 田 大 吉	 82	 笹平
本　保　キノエ	 89	 大場沢
飯 沼 　 覺	 90	 岩沢
横　山　和一郎	 75	 布部
鈴 木 光 雄	 87	 中原
富 樫 駒 男	 80	 早稲田
阿 部 ク ラ	 91	 上野
丸　山　惠美子	 71	 小川
相　馬　権佐久	 75	 高根
小　田　マコト	 94	 高根
小　池　マサイ	 94	 黒田

山北地区
佐 藤 キ イ	 81	 大毎
小 林 　 正	 57	 府屋駅前通
加 藤 靜 也	 89	 碁石
富 樫 信 子	 86	 府屋学校町
富 樫 　 襄	 69	 府屋浜町
加 藤 一 教	 50	 大毎

荒川地区
松 田 由 男	 78	 荒島
國 井 三 郎	 80	 羽ヶ榎
相 馬 善 博	 82	 大津
工 藤 勝 人	 79	 羽ヶ榎
黒　子　フクイ	 95	 山口
松　本　德太郎	 78	 佐々木
小　池　喜代志	 63	 坂町

神林地区
遠 山 勇 次	 67	 宿田
奈良橋　ハ　ル	 89	 塩谷
横 山 ス エ	 93	 下助渕
川 崎 　 定	 82	 北新保
長 濱 慶 藏	 82	 指合
小 池 力 男	 69	 平林
近 　 康 雄	 75	 山田
佐 藤 銈 三	 84	 有明
櫻 井 繁 松	 87	 平林
小 野 　 實	 75	 長松
勝 田 正 治	 84	 七湊
鈴　木　猪榮太	 86	 有明
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館】

◆　奇策（風
かぜ

野
の

真
ま

知
ち

雄
お

）

◆　上杉武将伝（近衛竜春）

◆　ウルトラマンメビウス　アンデレスホリゾント（朱
しゅかわみなと

川湊人）

◆　自分なくしの旅（みうらじゅん）

◆　花世の立春（平
ひら

岩
いわ

弓
ゆみ

枝
え

）

◆　Invitation（江国香織ほか）

◆　夢ほりびと（池
いけ

永
なが

陽
よう

）

◆　TRIP　TRAP（金原ひとみ）
◆　だむかん（柄沢昌幸）

◆　トギオ（太
た

朗
ろう

想
そう

史
し

郎
ろう

）

◆　王様は島にひとり（池上永一）

◆　マンボウ家の思い出旅行（北
きた

杜
もり

夫
お

）

◆　壊れやすいもの（ニール・ゲイマン）

◆　俳句、はじめました（岸本葉子）

◆　おとなごはんと一緒に作るこどもごはん

◆　変な給食（幕
まく

内
うち

秀
ひで

夫
お

）

◆　育てて楽しむ雑穀　栽培・加工・利用

◆　たのしい写真　よい子のための写真教室

◆　覚悟。（福田衣里子）

◆　雛人形と武者人形　飾る知識と楽しみ方

◆　漆の文化史

◆　椀一式　使う漆器へ

◆　三国志（朗読ＣＤ・吉川英治原作）

特別休館のおしらせ
　蔵書点検のため、中央図書館は以下の

日程で休館します。

３月２日㈫～５日㈮

◆…一般書

○…児童書

� 【中央図書館】火　曜　日　午後３時30分～　土　曜　日　午前11時～

よみきかせのある日
�【朝日図書館】第４土曜日　午前10時～

� 【荒川図書室】第３土曜日　午前10時～（４・８・３月を除く）
� 【神林図書室】第３木曜日　午前10時～（7・9・12・1・3月のみ）

食
育
だ
よ
り

　

大
津
保
育
園
で
は
、食
育

の
一
環
と
し
て
、さ
つ
ま
芋
や

カ
ボ
チ
ャ
、ピ
ー
マ
ン
、ゴ
ー

ヤ
な
ど
を
育
て
ま
し
た
。外

遊
び
を
し
て
い
る
と「
か
ぼ

ち
ゃ
が
ま
る
く
な
っ
て
る
」、

「
ピ
ー
マ
ン
が
、３
個
な
っ
て

る
よ
」と
小
さ
い
子
も
大
き

い
子
も
興
味
を
持
ち
、驚
き

や
発
見
に
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　

年
長
組
部
屋
の
窓
の
前
に
ゴ
ー
ヤ
の
日
除
け
を
作
り
、年
長
の

子
は
、毎
日
成
長
を
見
な
が
ら
大
き
く
な
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。収
穫
は
年
長
の
子
が
行
い「
お
ね
が
い
し
ま
〜
す
」と

給
食
室
へ
運
ん
で
、調
理
員
に「
カ
ボ
チ
ャ
蒸
し
パ
ン
」「
カ
ボ
チ
ャ

サ
ラ
ダ
」「
ゴ
ー
ヤ
か
き
揚
げ
」な
ど
に
変
身
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

秋
に
は
、み
ん
な
で
さ
つ
ま
芋
を
収
穫
し
て
、焼
き
芋
や
蒸
か
し

芋
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。「
世
話
を
し
て
収
穫
し
た
味
は
」と
聞
く

と
、み
ん
な
笑
顔
で「
お
い
し
い
」と
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。そ

の
ほ
か
に
給
食
の
献
立
で
、人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
レ
シ
ピ
を
保
育
園

の
玄
関
に
置
き
、お
家
の
人
に
利
用
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
良
く
食
べ
、良
く
遊
ぶ
元

気
な
子
に
な
れ
る
よ
う
に
、子
ど
も
た
ち

の
健
康
作
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

○　しまうまのしごとさがし（トビイルツ）

○　うさぎぶんこのおおかみくん（間
まどころ

所ひさこ）

○　オバケに夢を食べられる！？（富安陽子）

○　でんしゃがおうちレイルちゃん（おおたにみねこ）

○　時間割のむこうがわ（小浜ユリ）

○　クリスタルエッジ（風
かぜのうしお

野潮）

○　くれよんぐるぐる（はやしるい）

○　おかあさんどーこ？（わかやましずこ）

○　きんようびはいつも（ダン・ヤッカリーノ）

○　ルルくん（オイリ・タンニネン）

○　うちのおじいちゃん（村上康成）

○　ホーホー！きれいだな（ティム・ホプグッド）

○　さてさてきしゃははしります…（ウィリアム・ビー）

○　しょうとのおにたいじ（川
かわ

端
ばた

健
たけ

生
お

）

○　かあちゃんのせんたくキック（井上洋介）

○　たのしいたてもの（青山邦彦）

○　ハンバーグハンバーグ（武田美穂）

○　ぞうのふうせんやさん（安
あん

西
ざい

水
みず

丸
まる

）
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再生紙と環境にやさしい大豆インクを
使用しています。

印刷　村上印刷株式会社

　２月７日㈰、ぶどうスキー場でスノーフェスティバルが行われ

ました。写真は、当日に行われたイベントの１つで「宝さがし

ゲーム」。参加した子どもたちは、雪の中から顔をのぞかせた「お

宝」めがけて、われ先に斜面を駆け上りました。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u親子料理教室に取材へ行ってきま

した。普段はお父さんと一緒に作る

ことも少ないと思う料理。出来上

がった肉まんを一緒に食べる姿か

ら、親子ともに身も心も温かくなっ

た一日となりました。u各地区では、

さまざまな料理などの教室や講座が

行われています。私も時間の空きを

見て挑戦し、自分磨きをしてみたい

と思います。皆さんも参加して、家

族内の和やかな雰囲気作りをしてみ

てはいかがですか。志○�

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

　

平
成
13
年
３
月
か
ら
始
ま
り
、今
年
で
10
年
目
と

な
っ
た「
十
輪
寺
え
ん
ま
堂
の
骨
董
市
」。こ
の
市
場

は
、３
月
か
ら
10
月
ま
で
の
第
４
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
町
に
あ
る
十
輪
寺
を
中
心
に
、大
町
通
り
に
約

25
軒
の
骨
董
屋
が
立
ち
並
び
、遠
く
は
秋
田
か
ら
も

や
っ
て
き
ま
す
。
口
コ
ミ
で
徐
々
に
広
ま
っ
て
い

き
、今
や
県
内
外
か
ら
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
多

く
の
骨
董
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
開
催
の
日
に
は
、十
輪
寺
境
内
に
あ
る
築

４
０
０
年
を
越
え
る
「
え
ん
ま
堂
」
を
ご
開
帳
し
て

い
ま
す
。会
場
は
60
本
を
超
え
る
白
い
の
ぼ
り
旗
が

目
印
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
に
入
り
の
﹃
お
宝
﹄
を
探
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

と　

き　

３
月
〜
10
月
の
第
４
日
曜
日

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

大
町　

十
輪
寺
境
内
お
よ
び
大
町
通
り

※�

３
月
１
日
か
ら
４
月
３
日
ま
で
は「
第
11
回
城
下

町
村
上
町
屋
の
人
形
さ
ま
巡
り
」が
開
催
中
で
す

村上体育館
●

至村上駅

●
村上市役所

●
村上小学校

十輪寺
えんま堂の
骨董市

十
輪
寺


